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決裁期日 令和５年３月２２日 

名 称  令和４年度農業振興審議会 

日 時 令和５年３月１３日（月） 13：30～15：50 

場 所 ふらの農協北エリア上富良野事務所 ２階会議室 

出席者 

町農業委員会会長 井村昭次、ふらの農業協同組合北エリア副運営委員長 井

村悦丈、ふらの農業協同組合女性部上富良野支所 三好まゆみ、ふらの農業協

同組合青年部上富良野支部 瀬川悠太、ふらの農協酪農部会上富良野支部 伊

藤直人、農民連盟執行委員長 杉本 貢、農用地利用改善組合連絡協議会副会

長 工藤 次郎、上富良野消費者協会会長 水島睦子、富良野土地改良区理事 

横山慎太郎、富良野地区森林組合 松藤良則 以上 10 名、 

農業振興課 大谷課長、安川主幹、大田主査 

 

井村昭次会長挨拶の後、議事に入る。 

 

【審議等事項】 

（１）令和５年度農業関係予算等について 

大谷課長より、令和５年度農業関係当初予算概要について資料をもとに説明。 

・農業振興費 

新規事業として、地域おこし協力隊特産農産物支援業務委託を実施する。農業

関係でラベンダーや青しそ等栽培し、都市圏から１名地域おこし協力隊として受

け入れ、播種から収穫まで受入生産者と共に農作業を担って頂く。農業というこ

とで時間が不規則であることから、個人事業主として業務委託の範囲で働いて頂

く。 

利子補給は償還により減少。その他、中山間地域直接払事業上富良野町集落協

議会交付金、環境保全型農業直接支援対策事業補助については対象面積の変動が

ある。 

収益向上作物（東中のボイラー）については、令和 4年と令和 5年で単価の変

動がある。 

・畜産振興費 

 道営草地畜産基盤整備事業が最終年度となり、事業費減少。 

・森林振興費 

 昨年度とほぼ同額 



内容 

・耕地総務費 

 しろがね地区基幹水利施設管理事業負担 

・耕地整備費 

多面的機能支払交付金事業補助についても面積の変動による増となっている。 

島津第２地区道営農業水利施設保全合理化事業は令和４年度完了予定であったが

完了せず、令和５年度で完了予定のため 24 千円の増加。 

フラヌイ地区での春先の用水事故で、上流部の改修作業のため事業費 3,000 万円か

かり、一部中富良野で当町として負担し、予算 2,995 千円。 

・各委員からの意見要望なし 

 

（２）第８次農業振興計画に基づく上富良野町農業・農村振興実践プランの検証につ

いて 

 安川主幹より、上富良野町農業・農村振興実践プランにおける成果及び課題と今後

の方向性について説明した。また、第８次上富良野町農業振興計画における総括と評

価として、成果と評価及び課題と今後の方向性について説明した。 

 

・上富良野町農業・農村振興実践プランにおける成果及び課題 

 第８次上富良野町農業振興計画の具現化として、実践プランに６つの項目があり、

内主要事業の評価し令和６年度に向けて見直すため、昨年の中間検証に追加で記載し

た。次期計画の策定として先ほどの予算に基づき令和５年度の評価を実施。また、６

次産業化については、国の制度を活用し支援する。令和５年度から人・農地プランに

おける今後の土地の集積化プランについて、令和６年度までに地域の中核的リーダー

が必要となる。 

〈質問・意見〉 

・杉本委員 

鳥獣被害対策について、アライグマや鹿熊は予算措置されているが、なかなか結果

に繋がらず、柔軟に対応が必要と考える。匂いや音で対応して欲しいと要望しており、

具体的な対策を要望している。実態として去年から個体数や被害が増えており、柵に

より侵入を防止しても駆除しない限り増えていく問題がある。 

・安川主幹 

現状は鹿柵の設置を実施し、アライグマ駆除の講習会も開催しており駆除従事者の

拡大を図ったが、個体数の増加により被害が及んでいる。具体策を盛り込み対策を考

え、課題と方向性を記載する。猟友会の費用の助成についても、引き続き検討する。 

・瀬川委員 

 狩猟免許取得のための費用について助成はあるでしょうか。 

・安川主幹 

 今年度、狩猟免許取得があり費用を助成する。JA に概要等の案内を依頼しており、

若い担い手に向けて JA 青年部の総会にて案内して頂いている。 

 

 



 

内容 

・水島委員 

加工場は S44 建築で、今年度はオーブンが故障した。今後も適時点検だけなので

しょうか。 

・安川主幹 

施設内の設備は随時交換している。施設の清掃後は清潔でも、作業中にカビが発生

していると支障が出るが、現状すぐに全てリニューアルは厳しいため、設備の更新に

ついては適宜実施する。 

・第８次上富良野町農業振興計画における総括と評価 

第８次上富良野町農業振興計画における基本目標、基本方針、具体的な取組、施策

の展開方向と取組内容について９０項目全ての成果と評価及び課題と今後の方向性

について確認した。 

北海道では遺伝子組換え作物の栽培に関するガイドラインを策定し、対策を実施し

ており、町としても引き続き交雑、混入防止に努める。 

「泥流地帯」PR で地酒を企画しており、原料米として草分地区の「きたしずく」

を使用し令和５年度秋に収穫予定。 

 

（３）第９次農業振興計画に向けて 

 今後の第９次農業振興計画策定に向けてスケジュールを確認した。第８次農業振興

計画は令和５年度までとなっており、令和５年度中に第９次計画策定へ向けて審議会

を開催する。第９次に向けたアンケートとして８月までに課題や解決策を聞き取りす

る。次回開催は９月を予定。 

 

（４）その他 

 各組織の役員変更時期であるため、変更の際には連絡頂くよう確認した。また、ふ

らの農業協同組合女性部上富良野支所は、上富良野支所が廃止されふらの農業協同組

合女性部となることから、選出方法を検討頂く事とした。 

 

１５時５０分 閉会とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


